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1 はじめに 

途上国が抱える、失業、技術や所得の低さ、粗末な住宅、犯罪率の高さ、健康状態の悪さといった課題は

社会的排除（Social Exclusion）として、社会経済の主たる病巣の一つといえる。 

これに対処するために、社会的包容力（Social inclusion）に関する研究や政策が、包括的社会（inclusive 

society）を作ろうとする多くの研究者や政策立案者の間で注目を集めている。社会的包容力は、教育、雇用、

公共サービスや社会的なレクレーション活動を含めた市民活動に人々を参加させるプロセスであり[3]、この

包括的社会を広げていくには、若い世代も包括的になる必要性がある。そのため、近年途上国に取り入れら

れている教育の無償化は、単に将来のための若い世代の育成としてだけではなく、包括的社会（inclusive 

society）を実現しようとする動きの一つでもある。 

また、Siatras と Komuras はすべての科学的リテラシーは、民主主義と人間社会に向かうことを妨げる社

会的障害を打倒できるものとしている[5]。 

実際に、社会課題を解決するためのミレニアム開発目標で掲げられている「初等教育の完全普及」を目指

して、多くの途上国は、国策として初等教育の無償化に取り組んでいる[3]。そして、この取り組みは初等教

育の拡大に非常に貢献している。 

しかしながら、多くの場合、利用可能な教育資源を上回る入学者の数が、不十分な教育環境に繋がってい

る。たとえば、Kenya では、教育無償化が取り入れられたことで、生徒数に対して教師や教科書が不足して

おり、それに不満を持つ教育者も多い[7]。 

2 先行研究／先行事例のレビュー 

途上国が直面している教育課題の解決、すなわち教育環境の改善を目的として、デジタル教科書の子供へ

の提供や子供への PC の提供といった、情報通信技術（Information and Communication Technology :ICT）

を使ったさまざまな取り組みが始まっている。 

たとえば、サンフランシスコを拠点として活動している NGO のひとつである WorldReader は、世界の貧し

い子供たちに巨大なデジタル図書館を提供する取り込みを進めている。彼らは、本を提供することで、2 つ

の使命を実現しようとしている。ひとつは安価で容易にアクセスできる英語と現地語で書かれた書籍を生徒

たちに提供することである。もうひとつは、アフリカの印刷業者にデジタル出版を支援することにより、ア

フリカの物語を世界中の読者に届け、これにより新たな市場を開拓することである[9]。この実現に向けて

WorldReader は 2010 年に Ghana と Kenya でパイロットプロジェクトを行っている。このパイロットプロジェ

クトでは、参加者が書籍を流暢に読めるようになったという効果が示された。しかしながら、読解力は、改

善されなかったと報告されている[10]。これは、デジタル書籍の提供は、WoerldReader の二つの目的（安価

で制約の無い書籍の提供と新たな市場の開拓）に対しては一定の効果が見込まれるが、教育環境の改善効果

としては不十分といえる。 

もうひとつの流れとして、単純に PC を子供たちに提供するという取り組みがある。たとえば、1999 年に

Sugata Mitora が NIIT で行った Hall in The Wall と呼ばれる実験から発展した低侵襲的アプローチ

（Minimally Invasive Education : MIE）はそのひとつである。このアプローチは、学習（行為）と学び（習

得）には多くの方法があるという主張に根ざしており、学びとは行う行為であり、行われる行為ではないと

している。そして、教育の介在なしに学ぶ多くの方法があること、言い換えると、教師の介在無しに学ぶこ
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とができる多くの方法があることを示している[11]。このアプローチは、異なった学習能力を持つ生徒が自

分のペースで学習するというシステムの重要性を明らかにした。しかしながら、学びは自発的なプロセスだ

けで実現できるものではない。社会に必要な教育を与えるために必要な教材や手法を学習者に提供するため

の監督者すなわち教師が必要である。 

本研究に先立ち、2011 年に Kenya にて学校での ICT 利用状況を明らかにするために実施された、予備的調

査によれば、教育者たちは、学習ツールとして ICT を組み込むことにより、子供の理解力が向上するであろ

うと確信していることが示されている。特に農村部のように生徒数が多く、教師が不足している地域におい

て、コンピュータのような機械をつかって教材を提供できれば、最小限の教師数で授業を行うことができ、

教育課題の解決に繋がる可能性は高い[7]。すでに、都市部の私立学校では、ディスプレイやビデオプロジェ

クターとホワイトボードを組み合わせて、ICT を活用した授業が行われており、ICT の利用に関して、都市部

と農村部の格差が広がっている。 

 もちろん、遠隔地や政府の実行機関では、たとえば電子端末といった ICT 機器を取得するように努力して

いる。しかしながら、このアプローチは主に寄付金により賄われており、ICT を活用した教育を持続的に提

供することは困難といえる[4]。ICT を学校のカリキュラムに組み込むという明確な政策や、ICT を授業に組

み込む影響分析無しには、ICT ベースの教育を普及させることは難しいであろう。 

 そこで本研究では、教育資源が限られている地域において ICT を導入する最善の方法を明らかにするため

に、以下のリサーチクエスチョンを設定した。 

１）限られた教育資源と予算の中において、どのように ICT を授業の中に組み込んでいけばよいのか？ 

２）ICT を活用した教育を実施することで、教師や生徒にどのような社会的な変化が起こるか？ 

3 リサーチフレームワーク 

  教室での授業は、閉ざされた空間（教室）の中における教師と生徒の相互作用により成り立っている。ICT

のような新たなツールが教室内に導入されれば、教室内における教師と生徒の関係性に対して新たな変化が

引き起こされるであろう。そこで、本研究では ICT の導入が教師と生徒の関係性にどのような変化を誘発す

るかを明らかにするために、アクションリサーチ手法を採用した。 

アクションリサーチは、研究者がコーディネーターの役割を担い、対象者の行動観察／行動変化から、課

題解決の方策を導きだすものであり、コミュニティや教育現場の課題探索と解決に有効な手法とされる。 

本研究では、実験対象は教師と生徒であり、研究者がコーディネーターとして ICT を活用した授業を企画

し、実際の授業の中に ICT をツールとして持ち込み、その場における教師と生徒の行動について観察を行っ

た。 

アクションリサーチは図１に示す PDCA（Plan－Do－Check－Act）、すなわち設計、実装、検証、調整とい

うサイクルからなる。 

図１ PDCA Cycle
 

図１の各フェーズの詳細を以下に示す。 
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Plan：このフェーズでは、教師（調査回答者）の議論に基づき、ICT を活用した教育を提供するための最適

な導入方法を検討する。授業の実施者である教師が、自らが実験の対象となる科目と単元を決定し、

使用する教材を選択する。本研究では本フェーズにおいてグループインタビューを採用した。 

Do：策定した計画に基づき、デジタルコンテンツを用いた授業を実施する。教師には実施にあたり事前に

必要なトレーニングを施す。実施において、観察者（研究者）は授業における教師と生徒の行動を

観察／記録する。 

Check：実験の後、対象者（教師と生徒）に対して構造化した質問を行う、実験から得た教訓を抽出する。 

Act：実験より得た知見に基づき、農村部において ICT を活用した教育を実装するためのアプローチを提案

する 

 

4 実験の概要 

アクションリサーチでは、研究戦略として、実験（実際の授業）を事例として使う。本研究では、デジタ

ルコンテンツ（教材）を実際の授業に適用する。この実験を通して、教師と生徒の行動変化や ICT を授業に

利用することの影響や効果を定性的に測定することが可能である。今回採用したアクションリサーチ法は事

例研究（ケーススタディ）の一つであり、得られるデータは定性的なものとなる。本研究では、客観性を確

保するため、分析に二種類のデータセットを用いる。一つ目のデータセットは、授業中に行われた観測から

得られたものであり、もうひとつのデータセットは、半構造化した質問票に基づくものである。 

 

4-1 事例の概要 

実験は、Kenya の Siaya 郡の農村部にある Ndere Mixed Primary School（小学校）で行った。（図２） 

図２ Ndere mixed Primary school

 

この学校では、一冊の教科書を３～４人の生徒で共有して使っており、十分な教科書が提供されていると

は言えない。また、６年生は７０名だが、教師が不足しており、一クラスの構成となっている。 

表１に提供されている教育資源を示すが、教師数の不足など、今回の研究課題の代表的事例といえる。 

 
校名 Ndere mixed primary school 

生徒数 556 名（全 8学年） 

先生数 11 名 

1 クラスの人数 70 名（6年生：実験対象） 

パソコンの有無 無し 

電気の有無 教員室、ホールに通電 

教室には電気は引かれていない 

［表１：実験対象校の概要］ 

 

4-2 研究方法 

実験計画を策定するにあたり、予備調査として、2013 年 4 月に東京都日野市の平山小学校にて授業見学お
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よび教師へのインタビューを行った。 

平山小学校は、文部科学省や自治体、パナソニック教育財団等の支援を受けて、ICT を活用した教育を行

っている。平山小学校には 240 台のノート PC（パーソナルコンピューター）が配備されており、各学年のう

ち、最低一クラスは常時 ICT を活用した授業を運営できる体制にある。そして、平山小学校では以下に示す

三つの教育手法を採用している。 

第一の手法は一斉授業と呼ばれるもので、今までの授業の延長上の手法である。大型 TV や個人の持つ PC

に教材を表示しながら授業を進めるやり方であり、全ての生徒は同じコンテンツを見て、教師の説明を聞く

という今までの授業と同じスタイルで授業が運営される。この手法は、教師と生徒の相互作用に焦点が当て

られており、ICT はその相互作用を促進するツールといえる。 

第二の手法は、協調授業と呼ばれるもので、個人の PC とサーバーを使って、共同で問題解決を行う。この

手法は生徒間の相互作用に焦点が当てられており、ひとつのテーマに対して、いろいろな視点から議論を行

い、多様性を受け入れながら自己の意見を発信するという取り組みである。 

第三の手法は、ドリルを使った個人学習であり、個人別に PC 上に表示された問題を解く手法である。これ

は、生徒と ICT ツール間の相互作用に焦点が当てられている。サーバー上には個人の進捗状況が蓄積されて

いき、その状況を教師は教師用モニターを使って確認できる。問題が解けずに止まっている生徒を見つけた

ら、教師が支援するというものである。 

  平山小学校では、授業前に教師が単元ごとに適切な手法（ICT を使わない通常授業も含めて）を検討し、

ICT はあくまでも補助的なものとして授業に活用している。言い換えれば、ICT は計画された授業の内容を充

実させ、教師と生徒の相互作用を助けるツールでしかない[8]。 

 

  本研究の課題認識は、限られた予算の中で、どのように ICT を導入すれば、少数の教師で多数の生徒に対

して、充実した教育を提供するかという点にある。生徒全員に電子端末や PC を配備することは予算的に困難

であるだけでなく、たとえ配備されても、机が不足しいるため置く場所がなく授業では活用できない。 

  そこで、本研究では、平山小学校で採用している「一斉授業」に着目した。 

  「一斉授業」の特徴は ICT を介して教師と生徒が相互作用を起こすことであり、かつ既存の授業スタイル

との差異も少ない。そこで、本研究では、電子的な学習教材を提供し、それを教師と生徒で共有するという、

DVD ビデオ教材とビデオプロジェクターを使った授業を採用した。 

  もちろん、電子的な学習教材を授業で使用するには、DVD 以外のメディアも存在する。すでに先進国では

インターネットを介した遠隔授業やコンテンツ配信も行われている。しかしながら、遠隔授業やインターネ

ットによるコンテンツ配信を行うには、ケーブル網や高速無線通信網（WiFi や LTE など）といった高速な回

線が必要とされる。しかしながら Kenya の農村部には GSM 回線しか届いておらず、回線の帯域が足らない。

その一方で、DVD を使ったコンテンツ配信は、現状のインフラを使って届けることができる。そこで、現時

点では DVD を使ったコンテンツ配信が最良と判断した。 

 

4-3 実験に使用した機材 

表２に今回の実験で使用した機材を示す。 

今回の実験では、ビデオプロジェクターに、CRT モニターを併用した。これは多数の生徒でコンテンツを

共有しようとすると、前の子供の頭が邪魔になってビデオプロジェクターの映像が見えずらいためである。

VGA 分配器を使うことで、ビデオプロジェクターと CRT モニターには同じ映像を表示した。 

Kenyaでは農村部に限らず電力供給が安定していない。停電が起こるとDVDを使った授業は運営できない。 

そこで、本実験では、バッテリー駆動可能なノート PC と UPS（無停電源）を採用した。 

UPS を使えば、15 分～20 分程度であればビデオプロジェクターを使用することができる。また DVD ドライ

ブについてはノート PC から電力駆動可能なものを使用した。 
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   ［表２：実験機材一覧］ 

機材 数

ノートパソコン 1 

DVD ドライブ 1 

ビデオプロジェクター 1 

CRT モニター 6 

VGA スプリッター（分配器） 1 

無停電源（UPS） 1 

 

 

4-4 教材開発 

  授業に使用するビデオ教材はパートナー校であるナイロビのPeace Junior Primary Schoolにて作成した。

教師に模擬授業を行ってもらい、その模様をカムコーダー（ムービー）で撮影した後、DVD に焼きこんだ。 

 

4-5 教師属性および授業運営の準備 

表 3に今回の実験において授業を担当してもらった教師の経歴を示す。 

いずれも、教師歴は長いが ICT を使った授業を経験したことは無い。また JICA が行っているトレーニング

を受けたこともなく、Kenya 農村部の標準的な教師といえる。 

彼らには授業当日にビデオ教材を見せ、授業運営を考えてもらった。また、PC の使用に慣れていないこと

もあり、初回授業の前に PC の操作を説明した。もちろん実際の授業では教師自身に PC を操作してもらった。 

 

［表３：実験対象者（教師）の略歴］ 

 理科教師 算数教師 

教師歴 21 年 6 年 

Ndere の赴任期間 2 年 4 年 

JICA トレーニング受講歴 なし なし 

ビデオ授業運営 初めて 初めて 

 

5 データ収集（実験結果） 

本実験では、まず、教師を集めて、ICT を活用した授業に関するグループインタビューを行った。グルー

プインタビューを元に教師の意見を反映させた実験計画を策定した。その後、授業を行い教師と生徒の行動

を観察した。さらに、授業実施後、教師に対して半構造化した質問票調査を行なった。 

 

5-1 グループインタビュー結果 

  グループインタビューにより以下の点が明らかとなった。 

１）初等教育の無償化は、生徒数の驚異的な増加をもたらした。その一方で、教科書、ノート、机、教

師といった教育インフラは増加する生徒数に対応できていない。 

「限られた資源がすでに容量を超えてしまっており、質の悪い教育の提供に繋がっている」といっ

た点に、教師達は強い懸念を示していた。 

２）机や椅子といった什器は、政府予算と地域コミュニティからの支援により調達されており、数が制

限されている。 

政府の拠出金は年間生徒一人あたり 5シリング（$0.5）であり、メンテナンス費用としても不足し

ている。ちなみに、国際的な標準値は＄96 であり、程遠い金額といえる[6]。 

教育無償化が導入された当時、机は 2名の生徒で使われていた。現在は 5名で一つの机を使ってい

る場合もある。こんな過密な状況では、生徒は授業に集中することができず、生徒の教育に対する

士気は落ちている。 

Kenya 政府は全ての子供にノート PC を提供しようとしているが、「機器を配置する場所もなく、ま

た使用方法も明示されていない」という問題点を教師は指摘していた。 
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３）教科書がいきわたっていない原因として、生徒増以外に、頻繁なカリキュラムの変更もあげられる。

毎年前年の教科書に対して修正が入っており、前年の教科書を使用することができない。 

こういった状況ではあるが、教師の努力により、教科書の提供比率は前年の 5 人で一冊に対して 4

人で一冊と改善はしている。しかしながら、十分な配布ができているとはいえない。 

４）練習帳（ノート）については、本来であれば、1 教科あたり１冊が必要である。しかしながら、実

際には生徒一人当たり８教科に対して 2冊のノートしか提供できていない。 

５）校長は教師の絶対数の不足を指摘していた。現在の生徒総数は 556 名であり、11 人の教師で教えて

いる。11 名のうち、政府から派遣されているのは 8名であり、残り 3名は地域コミュニティからの

支援により雇用している。現在 4年生は 94 名であり、本来であれば二クラスに分けるべきである。

しかしながら、教師が不足しているため、一クラスで授業を行っている。コミュニティの支援にも

限界がある。 

６）平山小学校の授業手法の中で、特に「協調授業」に対して、「生徒が他の生徒に生徒同士の言葉で教

えることで、難しい概念の理解が早まるであろう」「早い年齢でコミュニケーション能力が高まる

であろう」といったポジティブな感想が寄せられた。 

７）教師より、「今回の実験（トライアル）で DVD を使うことは最適の選択である」という指摘があった。

この理由として「DVD は携帯電話網（GSM）に対してコスト面で効果的なメディアであり、再利用可

能なメディアである」といった点が挙げられていた。 

また DVD 教材（コンテンツ）については「同じ黒人なので生徒がなじみやすい」という指摘があっ

た。 

5-2 授業の観察結果 

  表４は本実験で実施した授業の観察結果をまとめたものである。今回、算数と理科の授業を実施した。担

当したいずれの教師も実施後「生徒が非常に興味をもって授業に臨んでいた」という点を強調していた。 

  たしかに、帰宅後保護者と経験を共有した生徒もおり、今回の授業が生徒に対して大きな印象を与えたこ

とは間違いない。 

 

［表４：観察結果］ 

実施日 科目 単元 授業の実施手順 

2013/9/2 

算数 

Bisecting a line 
教師＆生徒でビデオを視聴したのち、教師主導で

Q&Aを実施 

Constructing a 
perpendicular line 

生徒だけでビデオを視聴したのち、教師主導で Q&A

を実施 

理科 
Force 

ビデオを途中で止めながら、教師主導で Q&Aを実施
Motion in objects 

2013/9/10 

算数 

Geometry Angles 
教師＆生徒でビデオを視聴したのち、教師主導で

Q&Aを実施 

Supplementary and 
Complementary Angles 

生徒だけでビデオを視聴したのち、教師主導で Q&A

を実施 

理科 
Solar System 

ビデオを途中で止めながら、教師主導で Q&Aを実施
Weather 

2013/9/11 
算数 Circles 

教師＆生徒でビデオを視聴したのち、教師主導で

Q&Aを実施 

理科 Drainage ビデオを途中で止めながら、先生主導で Q&Aを実施
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5-3 半構造化した質問票調査の分析結果 

  授業実施後、授業風景を撮影したビデオを教師に見せたところ、従来の教育方法に対して、「DVD を使うこ

とで、生徒の学びに対する関心が高まっている」という感想が寄せられた。 

  今回の実験を通して、教師達は、DVD 教材を使うことで、生徒の新たな発見への関心、好奇心、学びへの

欲求が高まることを感じとっている。実際に、教師達は、授業における教師と生徒の質疑応答が今までより

も活発であったことを指摘している。 

  一方で、教師自身も、生徒が授業に熱心に取り込むようになったことで、授業そのものに興奮したと述べ

ている。そして、教師達は、ICT を活用した授業は、従来の教育方法に無い新たな経験を教師自身にもたら

すものであると指摘している。 

  表５、６、７は質問票の分析結果をまとめたものである。教師は、自らの教育方法の変化と学びに対する

生徒の態度の変化の両方を指摘している。ICT を導入しても、授業の準備は増えるため、結果として教師の

負荷は減らない。また今回は通常の授業と同数の生徒に対して授業を行っている。にもかかわらず、教師の

やる気は高まっており、生徒の行動変化は教師の教育手法の改善を促している。 

 

［表５：質問票結果（ビデオ授業への取り組みと行動変化）］ 

質問 理科教師 算数教師 

ビデオ授業で取組ん

だこと 

興味深い新しいアプローチであ

り、生徒が新しい経験を得ること

ができるかどうかテストしてみ

た。 

生徒を観察するために、あまり生徒

に話しかけなかった。 

 

ビデオを途中で止めて Q&A を実施

した。これは、子供が十分注意を

払っているか、コンテンツに対し

て課題を持っていないかを確認す

るためである。これが子ども中心

のアプローチであり、生徒が自分

のペースで学習することができ

る。このやり方をとることで、彼

らの関心を維持し、生徒の学習の

進捗状況を監視し、評価するため

の十分な機会を教師に私を与え

た。 

ビデオを見る際に先生が居室にい

る場合と居ない場合を試してみた。

その結果生徒を導くために、先生の

存在が必要ということがわかった。

先生が居なくても、生徒は熱心に

聴いているようだが、質問がビデオ

教材からのものではなかった。この

点からみて、先生が居る時のほうが

居ないときよりも真剣に聞いてい

るといえる。 

ビデオ授業に対する

期待と成果 

子供が興奮するだけではなく、教

師にとってもあらな挑戦の場であ

った 

生徒がもっと経験を積んで、算数の

問題に取り組めるようなスキルを

開発することを期待した。 

生徒も興奮しているが、先生も興

奮している。教え方に対する経験

になった。 

生徒は見たビデオに対して、聞いた

り、質問したりするこができた。 

ビデオ授業実施によ

る子供の反応や行動

の変化 

子供達は、今まで彼らが経験して

きた通常の教育方法よりも、

e-learningを楽しんでいたようだ

好奇心をもって、ビデオ授業を注意

深く聞くことができた。 
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自分自身の行動や考

え方の変化 

教える経験が、自分の目を覚ま

させてくれた。農村のどこにでも

ある小学校でのコンピューターの

利用は、私を最高の気分にしてく

れたり、自信と自尊心が高まった。

私は、授業において、コンピュー

タや他の機器が使えるという自信

ができた。そして、自分を誇りに

思えるようになれたし、説明とコ

ンピューターソフトによる実演を

組み合わせることで、子供は理科

の概念を理解することができた。

以前よりも、考えが拡がった。 

教育方法だけではなく、子供達が先

生を観察していた。 

 

ビデオ授業の効果 太陽系や気象測定器具などの機能

やなにが起こるかといった科学の

複雑で抽象的な概念の説明は、子

供達が理解するには時間がかか

る。経験や E-learning の応用によ

って、先生も生徒も、教えたり教

わったりすることが容易にでき

る。 

ビデオ授業をマネして、実用的な授

業を運営できるようになった。 

ビデオ授業の限界 コンピューターは生き物ではな

い。人間の感覚は持っていない。

コンピューターと先生や生徒が人

の感情を交換することはできな

い。子供はわからないことをコン

ピューターに質問することはでき

ない。そしてコンピューターは質

問にすぐに答えることはできな

い。 

従来の授業方式に対して、どの程度

成果があるのかが測定困難 

今後適用したい学年

と科目とその理由 

4 年生理科 4 年生の算数 

多くの科学的概念は抽象的なた

め、10 歳ぐらいから理解が難しく

なる。理科は複雑な科学的概念を

得るのにお薦めの教科である。 

もっとも子供達が見たり聞いたり

することに興味を持つ年頃だから 

授業以外でのビデオ

の活用方法。その活

用による変化の予測 

ホールや図書館での利用 教室外でのゲーム利用 

教室以外でも学習することができ

る。 

子供達はビデオで見たことをマネ

する傾向がある。 

今後コンテンツ作成

に参加してみたいか 

してみたい してみたい 

今後コンテンツ編集

に参加してみたいか 

してみたい してみたい 
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その他コメント 今回の e ラーニングのアプローチ

は、壮大なアイデアです。そして、

多くの村人や近隣の学校の生徒が

今回の取り組みについて話してま

す。 この取組を初等学校の 4年生

から 8 年生、中等学校と大学のす

べてのクラスで実施すべきだと思

ってます。 

プロジェクトを実施するにあた

り、まず適切な電源装置、貯蔵設

備、セキュリティといったインフ

ラと地域コミュニティの意識の向

上が必要でしょう。それと、実施

するに当たりまずはトレーニング

が必要でしょう。 

コンピューターを使った教え方に

ついて教師の訓練が必要。 
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［表６：質問票結果（実施 1回目（9/3）と 2回目（9/10-11）の比較）］ 

 理科教師 算数教師 

9/3 と 9/10-11 での生

徒の変化 

9/3 の実施により、生徒はビデオを

使った授業に対してオープンかつ学

ぶ準備ができており、かつ、生徒は、

コンピュータベースのレッスンから

多くを逃さないように、熱望してい

た。 

生徒が算数に対して、徐々に上達

してきた。 

9/3 と 9/10-11 で授業

内容を変更した点 

ビデオ教材を参考に、実験を授業の中

に取り入れた。（子供中心のアプロー

チ） 

新しい教育方法を採用した 

授業内容を変更したこ

とによる効果 

子供達にとって刺激的で前回よりも

より自由に学ぶ雰囲気があった。 

生徒達はビデオ授業のやり方をわ

かってきた。 

気づき 

 

最初は子供達は経験が無いので、肯定

や否定が混ざったような感覚や反応

だった。簡単にコンピューターに触れ

た者が先端となって、取り巻く友人を

新たな教育のアプローチに導いた。 

当初、生徒は、新しい取組に不安があ

ったようだ。一方で、私が授業で新し

い概念を説明したら、彼らはコンピュ

ータを用いた学習方法と、内容に興味

を持つようになった。  

また、DVD 教材を使うことで、理解し

たいと思っていてもなかなか理解に

時間がかかる生徒であっても、新しい

概念を短時間で把握できるようにな

ることに、私は気づいた。これにより、

学習のペースは加速し、今まで以上の

内容を授業で進めることができた。 

授業中生徒達が元気いっぱいだっ

たことから、肯定的な結果が得ら

れた。 

 

 

［表７：質問票結果（実施における問題点）］ 

 Science Math 

トレーニング 機器の接続にはトレーニングが必要。 

コンピューターのアプリケーションソフ

ト（パッケージソフト）やデジタルコン

テンツの設計、製造、開発、録画のスキ

ルがあれば、ローカルに持続的なプログ

ラムが実施できる。 

難しくはないけど、トレーニン

グが必要 

実施場所と実施におけ

る問題点 

今回ホールと教室の 2か所で実施した。

ホールは、より広々とした風通しの良い

とダイレクトに壁ソケットから電源がと

れた。また、十分に蛍光灯で照らされて

いた。 

一方で、教室は、混雑など換気が良くな

いし、電源コンセントが無い。そして、

教室の場合、ホールから 100m の延長ケー

ブルを持つ必要があった。 

短時間の停電はあったが問題にはならな

かった。機器の設置に時間がかかった。

ケーブル接続が難しい 
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6 議論 

  この章では、教室内に ICT を導入することによってもたらされる行動の変化について議論を行う。 

  これまでの研究は、ICT を活用した教育を導入することによってもたらされるパフォーマンスに焦点が当

てられてきた。その一方で、ICT の導入がもたらす教師と生徒の関係性の変化や、コンテンツの適性、政策

との合致についてはあまり議論されてこなかった。 

  本研究では、一斉授業という講義形式の授業で DVD 教材を活用することで、多数の生徒を教える教師の負

担軽減を意図した。しかしながら、ICT を導入すると、教師の負担は軽減しないことが明らかになった。そ

の一方で、ICT の導入により教師と生徒の関係性が変化したことが示された。 

  ICT を使った授業を行う場合、授業計画の作成やコンテンツの準備／確認といった準備作業が必要となり、

結果として教師の業務量は増える。しかしながら、教師は授業の準備や授業の実施結果を通して、教育全体

に対する新たな視点を持つことができる。今回の実験において、教師は教育方法の改善と自己の成長を経験

し、新たな ICT ツール導入のおかげで、教え方に対する新たな刺激を受けた。これは、新たなツールの導入

により、業務量が増えたとしても、教育方法の改善や教師の意欲向上が実現され、結果として教育の質が向

上する可能性がある。 

  また、今回おおきく分けると２回の実験授業を行ったが（9 月 3 日と 9 月 9～１0 日）、１回目と２回目で

教師は教育方法を変化させている。その理由は１回目（9 月 3 日）の授業において生徒の関心が高まったこ

とにある。言い換えれば、生徒の変化がトリガーとなって、教師の行動が変化したといえる。 

  このように、ICT を活用した授業の導入は、生徒に対して学習の興奮と向学心の向上を誘発するとともに、

一クラスの生徒数が多くても、教師に対して教育方法の改善と意欲向上をもたらす。 

  教育方法の改善という点では、今までもたとえば JICA の教員研修プログラムのような農村部における教育

方法改善に向けた教師向けの研修が行われてきた。これらの研修は、教師に焦点をあてて、生徒中心のアプ

ローチに変えることを目的としている[1]。一方で、本研究の取り組みである、ICT を活用した授業の導入は、

生徒に焦点をあてて生徒中心のアプローチを実現させたことになる。さらに本研究では、生徒は単なる授業

の受け手ではなく、授業運営を指図する主体でもあるといえる。 

 

通常、教室での教師と生徒の相互作用は主に教師が主導している。しかしながら、ツールとして ICT を導

入すると、生徒と教師はともに「教師が主導する教育手法」から「生徒の反応が主導する教育方法」へとい

うパラダイムシフトを経験することになる。 

  図３は、ICT を活用した教育の実践による変化を示したものである。最初のフェーズ（Teaching Phase）

は教師が主導する授業を示している。この時点では、教師は ICT ベースの教材を用いて授業を行う。そのた

め、教師と生徒はともに ICT ツールの影響を受けるが、授業そのものは教師が主導することになる。 

  その後の実際の授業の実施を通して、生徒の行動は変化する。教師は生徒の反応を見て、より生徒の関心

や興味を引くようにツールの使い方を変えることになる。言い換えるとこのフェーズは生徒が授業を主導し

ているとも言えよう。そして、その結果は、次の授業の授業計画にフィードバックされることとなる。 

  ここで、今回の実験では二つの注目すべき事実が見つかっている。 

一つは、今回の実験では、DVD 教材が生徒の向学心の向上と概念の理解に貢献している点である。たとえ

ば、WorldReader が提供した電子書籍は生徒の理解能力の向上には寄与できていない。この点について、電

子書籍を用いた学習方法は一方向であるが、今回の取り組みでは生徒と教師が双方向に変化を与え合うこと

が原因であると考える。今回の実験において、生徒の反応に合わせて教師が質問の仕方を変えるなど、生徒

の理解を支援するような取り組みがとられていた。言い換えれば、ICT を活用した教育方法において、教師

と生徒の相互作用は重要な要素であり、教師による生徒の観察が生徒の理解能力の向上に寄与するというこ

とである。 

  もうひとつの点は教師の意欲向上である。今回使用した DVD 教材は都市部の私立学校にて作成したもので

あるが、今回授業を担当した教師から「コンテンツ作成に参加したい」という要望があった。これは教科書

を用いた通常の授業が提供されるものを利用するという立場なのに対して、ICT を使う授業は、教師みずか

らが創作者になれるということであり、教師の立ち位置が変化する。利用者自らが教材作成にかかわること

は、授業の結果を教材にフィードバックするという点で非常に有効な手段といえる。しかしながら、現時点

では農村部の教師には教材開発のノウハウがないため、自力で教材を開発するのは困難である。この実現に

向けては、たとえばオープンソースコミュニティのような、教材開発とその流通を目的とした教師のコミュ

ニティ構築が有効な手段であると考える。この共同コミュニティは、教師自らのスキル向上や教材のノウハ
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ウの習得に有効であるだけではなく、教材の共有化によって、教材の作成効率の向上にも寄与するであろう。 

  ところで、今回の実験では DVD という最小限の ICT ツールを授業に導入した。これを持続していく上で必

要なものとして、機材と教材と教師の意欲が上げられる。前述のように、ICT ツールの導入により教師の意

欲は向上しており、教材開発コミュニティが形成できれば、今後も継続的に教材開発や改善は進むであろう。

そこで問題となるのが、機材である。そこで、今後の機材の充実に向けて、学校はさらに地域コミュニティ

との連携を深めていく必要性がある。この点については、生徒の反応が鍵となるものと考える。 

  通常、学校の授業を地域コミュニティのメンバーが見たり聞いたりすることは稀といえよう。しかしなが

ら、子供の反応はそのまま親を通して地域コミュニティに伝わるであろう。ICT ツールを導入することで、

質の良い教育を提供しようとも、その成果がたとえば国家試験の結果に反映されるまでは長い期間が必要と

なる。その一方で、子供の向学心の高まりは即時的に見ることができる。学校が ICT ツールを用いた授業の

成果を、生徒の行動変化として説明することで、地域コミュニティの支援が得やすくなり、機材の充実につ

ながるものと期待している。また、地域コミュニティの支援で実現するような ICT ツールの導入が普及にお

いて重要な要素であろう。 

7 まとめ 

  本研究は、アクションリサーチ法を用いて、ICT ツールの導入によってもたらされた教師と生徒の相互作

用について、実際の教室における授業の観察から明らかにした。 

  当初、ICT ツールは、教師の負荷軽減に寄与するものと考えたが、実際は、ICT ツールを導入すると、授業

計画作成や教材準備／検討といった付加作業が発生するため、教師の負荷は減らないことがわかった。 

  しかしながら、ICT ツールを授業に導入すると、授業に対する生徒の関心が高まるだけではなく、その結

果、教師のやる気が向上し、その結果教師の行動が変化することが示された。そして、ICT ツールを使うこ

とで、生徒主導での生徒中心教育への変化が実現できることもわかった。また、授業において ICT ツールを

介して、教師と生徒が相互作用を起こすことで、生徒の理解が深まることも示された。 

  今回の実験では、DVD 教材を用いたが、この採用は、途上国のネットワーク環境を鑑みれば最適の選択と

いえる。そして、利用方法として、通常の講義形式の授業に適用したが、それでも、十分な効果が見込まれ

ることがわかった。 

  電子端末の導入や、ノート PC を全ての子供に配布するといった政策が検討されているが、今回の実験結果

を踏まえれば、ICT の導入については以下の点が重要といえる。 

１）生徒と教師の相互作用を起こすような ICT ツールの選択 

２）ICT ツールの利用により生まれた教師のやる気を、持続させるための教師コミュニティの形成 

３）地域コミュニティが支援可能な機材で実施可能であること 

 

なお、本研究は定性的データに基づくものであるが、今後は統計的な主張を行うためにも定量的なデータを

取り入れていく必要がある。 
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